
第二回鯖江市地域クラブ活動推進協議会

○報告事項

・国の施策、県内他市町状況

・令和５年度までの取り組み

○協議事項

・「中学校の学校部活動および地域クラブ活動の

在り方に関する方針」（案）

・令和６年度以降の取り組み 1
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○鯖江市の現状
【児童生徒数】
【鯖江市の取組み】
【令和５年度取り組み】

○令和６年度国の概算要求
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鯖江市

（運営体制図）

鯖
江
市

（地域における現状・課題）

（地域移行の推進に向けた体制整備の取組概要）

（実践研究の成果）

業務委託

R4モデル事業 鯖江市スポーツ協会
（サッカー、バドミントン、陸上）（

運
営
主
体
）

中
学
校
区
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

運営主体：NPOさばえｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞ/鯖江北ｺﾐｭﾆﾃｨｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞ／東陽ｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞ

活動場所：鯖江中学校、中央中学校、東陽中学校、陸上競技場、市内施設

指 導 者 ：地域指導者、教員（兼職兼業届）

移動手段：徒歩、自転車

責任主体： NPOさばえｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞ/鯖江北ｺﾐｭﾆﾃｨｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞ／東陽ｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞ

活動種目：柔道、剣道、陸上、バスケットボール、サッカー、バドミントン、ホッケー

会 費 等 ：年会費６，０００円（各クラブ）

保 険 ：８００円（スポーツ安全保険）

指導者の紹介等の事業協力依頼

市
内
各
中
学
校

地域クラブ活動
へ参加

令和４年度地域運動部活動推進事業
休日の段階的な地域移行に関する実践研究 成果報告書（概要）

市内中学校区（３中学校）には、それぞれ総合型地域スポーツクラブがあり、休日の地域クラブ活動の運営主体として取り組んでいる。各総合型地域スポーツクラブの活

動は、約15年～20数年続けており、活動内容は子どもから一般・高齢者を対象にした活動や設立当初から中学校部活動と連携して取り組むクラブなど様々である。各ク

ラブは、休日の中学校の部活動地域移行に関するマネージメント、学校とのコミュニケーション能力に差があり、指導者の不足や高齢化などの課題がある。

モデル事業の実践を通して、関係者による会議やアンケート調査を行った。実践を通して、学校部活動の諸問題が地域・保護者に理解され始めたことは大きな一歩であっ

た。また、保護者へのアンケート調査結果では、学校部活動を地域が担うことに対して、９０％以上が賛成またはどちらかといえば賛成との回答であった。保護者は、活動

方針や指導者の質などに不安がある一方、活動に理解を示し、期待している。運営主体となる各スポーツクラブは、実践研究を通して様々な情報や課題を共有し、中学

校や関係者と協議し、解決策を導き出そうとしている。このような動きが出てきたことは、地域クラブ活動が持続可能な活動につながるものであると捉えている。

・事業設計

・指導者講習会への参加依頼

・地域クラブ活動の運営

・理事会、運営委員会、部会の開催

・スポーツクラブ連絡協議会
・中学校連絡調整担当者会
・スポーツクラブ理事長、中学校長合同会

R5に向けて 鯖江市スポーツ協会
（サッカー、バレーボール、バスケットボール、
   ソフトテニス、卓球、軟式野球、剣道）

・学校、顧問への説明、理解・協力依頼

連絡調整会議

協議会の設置

・地域クラブ活動基本方針、推進計画策定

・教職員の周知、理解

・保護者への説明

・保護者への説明

スポーツ庁HP掲載

鯖
江
市
の
取
り
組
み



令和５年度～令和７年度までを部活動地域移行は
併存期間（R4協議会決定）

○併存期間

・令和５年度より、休日は地域クラブ活動とする

地域クラブ活動種目と部活動の混在はやめてほしい → 中学校校長会より（検討会）

休日活動したい中学生は、SCに会員登録・保険加入し活動する

・指導者においては、顧問の先生で協力していただける方は、兼職兼業届を出し協力

併存期間中に、各SCは指導者捜しを実施する

令和７年度末までに指導者が確保できない場合は、他SCと連携した活動を模索する

・会費の設定は令和７年度中には決定（令和８年度開始予定）

保護者負担となる会費を早急に決めてほしい → 中学校長会より（検討会）

活動状況、登録数、指導者謝金等を総合的に考え決定することとする
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方

針

休日の地域クラブ活動は、「地域の子どもたちは、学校を含めた地域で育てる」という意識のも
と、将来にわたり本市の子どもたちがスポーツ・文化芸術活動に継続して親しむことができる機
会を確保する。

鯖江市地域クラブ活動基本方針

目
指
す
と
こ
ろ

・「地域の子どもたちは、学校を含めた地域で育てる。」との考えもと、休日の中学校部活動の
地域移行を推進したまちづくりに努める。
・子どもたちが、仲間や異世代との交流の中で、共にスポーツや文化・芸術に親しむ、競い合う
などの様々なニーズに対応できる環境の整備を目指す。
・中学生が、休日の地域クラブ活動と平日の学校部活動に違和感なく参加でき、多様なニーズ
に対応できる体制を築く。

活

動

・平日の部活動と変わらない場所である中学校施設ならびに教育委員会施設を主に活用し、活
動する。
・中学生ができるだけ徒歩または自転車で往復できる範囲を活動場所とする。
・地域クラブ活動において市の施設を利用する場合は、鯖江市ならびに運営団体は、他団体と
の調整に協力する。
・地域指導者は、学校部活動を理解したうえで、中学生の多様なニーズに対応できる指導を目
指す。

運
営
団
体

・運営団体は、中学校区にある総合型地域スポーツクラブが担い手となり、地域のスポーツ振
興ならびに中学生のスポーツや文化・芸術活動の機会をつくる。
・総合型地域スポーツクラブは、市全体の活動も視野に入れ、互いに調整・連携し活動する。

R5.3
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総括コーディネーター
教育委員会
学校教育課・スポーツ課、文化課
生涯学習課、教育政策課

市長部局
総合政策課、市民活躍課

中学校
鯖江中・中央中・東陽中

・校長
（教職員意向確認）兼職兼業届

・地域クラブ担当
部活動顧問会議・集約

運動部
・〇〇部顧問
・〇〇部顧問
・〇〇部顧問
・〇〇部顧問
・〇〇部顧問
・〇〇部顧問

文化部
・〇〇部顧問
・〇〇部顧問

総合型地域スポーツクラブ
中学校区関係団体

スポーツ・文化

・スポーツ協会
・スポーツ少年団
・文化振興事業団
・吹奏楽関連団体
・合唱関連団体
・PTA 等

特定非営利活動法人
さばえスポーツクラブ

・地域コーディネーター
・文化部コーディネーター

鯖江北コミュニティ
スポーツクラブ

・地域コーディネーター
・文化部コーディネーター

東陽スポーツクラブ
・地域コーディネーター
・文化部コーディネーター

三クラブ連絡協議会

鯖江市地域クラブ活動推進協議会
・学識経験者 ・スポーツ協会
・総合型地域SC ・スポーツ少年団
・文化協議会 ・吹奏楽関係 ・合唱関係
・市PTA連合会  ・校長会
・顧問（運動部、文化部）

・検討会（学校関係、ＳＣ関係）
・中学校校長会
・地域コーデネーター会
・文化部コーディネーター会
・（学校）地域クラブ担当者会

中学生

開 催

指導者
依頼
発掘

休
日
・平
日

平
日

自分の時間
やりたいこと
休みたい

休
日

令和５年度鯖江市の地域クラブ活動

連

携

小中学生の休日の新たな
活動模索
（ダンス・ゆるスポーツ・
  絵画・書写・料理教室等） 参加したくなるメニュー
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【関係者への説明・会議】（令和５年度）

〇３中学校PTA総会での説明 (4月～5月) ・・・ チラシ配布

○３中学校入学説明会 （11月）

○鯖江市地域クラブ検討会 （各学期１～２回開催）

〇３スポーツクラブ連絡協議会 （各学期１～２回開催）

○３中学校校長会 （各学期１～２回開催）

〇地域コーディネーター会・文化部コーディネーター会 （各学期１～２回開催）

○中学校地域クラブ担当者会 （各学期１～２回開催）

〇スポーツ庁視察 （6/24）

〇アンケート調査 (12/15～1/16)

〇鯖江市ホームページ掲載（令和４年度協議会決定事項・アンケート調査）
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PTA総会等でのチラシ

※文化庁HP掲載
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スポーツ庁視察２３０６２４
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鯖江市の中学校（R5）

鯖江中学校 中央中学校 東陽中学校

1年生
２４０名
（８クラス）

３４３名
（１１クラス）

１１９名
（４クラス）

2年生
２５３名
（８クラス）

３１０名
（１０クラス）

９３名
（３クラス）

3年生
２４５名
（８クラス）

３３８名
（１１クラス）

１１２名
（４クラス）

支援 ２クラス ３クラス ２クラス

計 ７５１名 １，０１１名 ３３１名

小学校１２校
（重複校区あり）

惜陰小、進徳小、鯖江東小
吉川小、豊小

神明小、鳥羽小、中河小
立待小、吉川小

中河小、片上小、北中山小
河和田小
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令和５年度各中学校 部活動と地域クラブ活動移行状況

郊外部 硬式野球、市内クラブサッカー、なぎなた、硬式テニス等（学校での壮行会・表彰等に出席）

無所属 ピアノ、塾 等個人の活動 （生徒・保護者の責任のもと活動）

その他 ボクシング、スラックライン等

鯖江中学校 中央中学校 東陽中学校

運動部

陸上（男女） バレー男 ・女
バスケ男 ・女 ホッケー（男女）
新体操男 ・女 ソフトテニス男 ・ 女
剣道（男女） 柔道（男女）
軟式野球 卓球男 ・女
サッカー １６種目

陸上（男女） 水泳（男女）
体操男 ・女 バレー男 ・ 女
バスケ男 ・女 ソフトテニス男 ・女
剣道（男女） 柔道（男女）
軟式野球 卓球男 ・女
サッカー バドミントン（男女）

１７種目

陸上（男女） バレー女
バスケ男 ・女 剣道（男女）
ソフトテニス男 ・ 女
柔道（男女） 軟式野球
卓球男 ・女 サッカー

１２種目

文化部
吹奏楽 、 合唱 、 広報 、 美術 、
生活科学

吹奏楽 、 合唱 、 美術 、 生活 、
国際交流、 チャレンジ 、 パソコン

吹奏楽 、 美術 、 報道

地域移行
開始時期

４月～１２種目、９月～６種目
休日活動なし３種目

４月～１９種目
休日活動なし５種目

４月～７種目、９月～６種目
      休日活動なし２種目

※緑はSC活動としてすでに実施

※青は９月開始 ※赤は休日活動なし※紫は４月開始
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会員登録状況（中学生）
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指導者（地域・学校（兼職兼業））
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保 険 加 入（保 険 比 較）
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R5から30,000千円

R5から45,000千円

※指導者1，850円
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指導者等に対して

※個人賠償はなく、設置者が責任を負う
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保 険 加 入

○スポーツ安全保険 ・・・ 傷害保険、賠償責任（人・物）

・中学生、指導者

三クラブ連絡協議会で加入

→どのクラブの活動にも参加可

・一般クラブ会員

各スポーツクラブ保険加入

○団体保険（一事故 ２億円） ・・・ 団体賠償責任（人・物）

・NPO保険 → NPOさばえスポーツクラブ

・団体保険 → 鯖江北スポーツクラブ

東陽スポーツクラブ
22



困窮家庭への支援
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部活の地域移行、負担を軽減 ― スポーツ庁・文化庁(22.8.27）
新聞記事より

• スポーツ庁と文化庁は、部活動の地域移行に合わせ、困窮家庭の中学生に

部活参加のための支援金を定額支給する方針を決めた。

• 移行によって新たな出費が予想されるため、負担を軽減する。２０２３年度予
算概算要求に約８億５０００万円を計上する。

• 現在の学校部活動は、教員が無償で指導し、学校の体育館やグラウンドも使
える。

• 地域に移行すると住民やフィットネスクラブ、プロスポーツチームのスタッフら
が指導者になるため、謝礼が発生。学校以外の場所で活動すれば会場費も

掛かる。負担が増えれば、困窮家庭の子どもがスポーツや文化系の活動を諦
めてしまう懸念がある。
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休日の施設（学校）の
管理・運営
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鯖江市スマートロック（休日・夜間での運用）
※災害時にも活用

○学校に体育館等の玄関鍵を収納する

ＢＯＸを設置し、暗証番号で鍵を取り出

すシステムの導入

・利用時間帯のみ開閉可能な暗証番号

を利用団体に発行

・暗証番号は1年ごとに変更

・暗証番号使用履歴は所管課で確認

可能

・活動日誌（報告）はQRコードを利用

予定
１０月より開始

１小学校
１月以降開始

１１小学校
３中学校
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鯖江市 中学校校舎内シャッター設置（休日・夜間での運用）
※災害時にも活用想定

○休日の地域クラブ活動が利用で
きる教室と学校教育との動線整備
のためシャッターを設置

・地域クラブ活動

（文化活動関連想定）

・地域クラブ活動

（運動部活動、更衣、

控室、トイレ利用

想定）

・雨天時等の退避部屋を想定

１０月～１２月頃工事開始
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中学校 校舎内シャッター・スマートロックの段階的な運用（案）
※各中学校と協議中

○令和６年度

・学校は休日前にシャッターを降ろし施錠、休日明けに開錠・開放

・地域クラブ活動の指導者・生徒はスマートロック活用による体育館等からの出入り

○令和７年度

・学校は関係教室の施錠、休日明けに開錠

・休日、教職員の学校での業務と地域クラブ活動を完全分離

※休日の教職員の学校業務においては、主任・管理職等での業務把握

○令和８年度

・完全実施

※休日の学校利用は、地域クラブ活動だけでなく、他の社会教育団体や社会体育団体が利用申請して

くることもある。その時の対応については、学校判断
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令和５年度 アンケート調査について
１ 調査目的

全体

                 令和8年度の完全実施での「部活動の意義の継承・発展」「新しい価値の創出」に向け、小中学生の意

識ならびにその保護者がどのような考えを持っているのかの意識調査

また、鯖江市内で勤務する教職員が休日の部活動地域移行ならびに働き方改革を推進することによる

学校教育の質の向上をどのように捉えているのかを調査

２ 調査内容

小学生 ・・・ 中学校になって取り組みたい種目（ニーズ調査）※令和８年度以降の地域クラブ活動

に向けた調査

中学生 ・・・ 地域クラブ活動に対する感想

地域クラブ活動として取り組んでほしいこと（ニーズ調査）

保護者 ・・・ 休日の活動についての意識調査

学 校 ・・・ 休日の活動についての意識調査
29
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小学校

調査対象 ： １，９７１名 回答率

小学生児童（小４～小６） 99.0%

小学生保護者（小４～小６） 66.9%

中学校

調査対象 ： １，３８２名 回答率

中学生（中１～中２） 78.0%

中学生保護者（中１～中２） 79.2%

教職員
調査対象 ： １２５名 回答率

中学校教職員 86.4%31



中学生 平日の放課後に所属している活動について

その他
・部活動に入っていない

・活動状況が問題で不満

・目標はしっかりしているが、全員が同じ
方向を向いていない

・不満というより不安

・後輩の方が上手く不安だが、不満はない

・顧問の先生に不満

・部活動時間が短い。もっと増やしてほしい

・ケガにより活動が制限

・今の活動が良い方向に向かっているのか
自分では分からない

９３．２％
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中学生 休日の活動にどのようなことを期待していますか【複数回答可】
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小中学生 【小学生】中学生になったら、休日はどのように過ごしたいですか
【中学生】休日に様々な活動があった場合、どのようなことがしたいですか

34



保護者 中学校では、休日はどのように過ごさせたいですが

35



小中学生

「違うこともやりたい」
「ちがうこと」
を選んだ人は、どのよう
なことをやってみたいで
すか
【複数回答可】

人
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小中学生 その程度はどのくらいしたいですか

人

37



保護者 休日の地域クラブ活動での保護者や地域人の立場で
参画や協力について 【複数回答可】

人
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教職員
国は部活動地域移行が教員の働き方改革の推進であると考えており、働き方改革によ
る「学校の質の向上」と捉えていますが、どのような質の向上が大切だと思いますか

その他

・教員が休養を取ることによる心身の健康や家庭の充

実が、学校教育全般の向上につながる

・何も変わらないので考えることが無駄

・教師自身が自分の人生を幸せに生きること、そして、

幸せになる方法を生徒に伝えること

・学校教育全般において、本人の適性や年齢、キャリア

ステージ等に応じた分野における質の向上

・部活動の地域移行と学校の質の向上とは関係ない。

むしろ部活動が切り離されることにより、生徒指導や生

徒との人間関係といった面でマイナス面が大きい。
39



ｳｴﾙﾋﾞｰｲﾝｸﾞ
肉体的にも精神的
にもそして社会的に
も、すべてが満たさ
れた状態

校舎内
シャッター

①

②

③

令
和
６
年
度

概
算
要
求
（国
）
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方向性・目指す姿

• 子供や大人、高齢者や障害者の参
加・交流を推進するスポーツ・文化
芸術活動の中に部活動を取り込む。
ウエルビーイングの実現、まちづく
りの推進。

• 「地域の子供たちは、学校を含めた
地域で育てる。」という意識の下、地
域の実情に応じスポーツ・文化芸術
活動の最適化を図り、体験格差を
解消。

• 地域の実情に応じた持続可能
で多様なスポーツ・文化芸術環
境を整備し、多様な体験機会を
確保。

• 少子化の中でも、将来にわたり
我が国の子供たちがスポーツ・
文化芸術に継続して親しむこと
ができる機会を確保。学校の
働き方改革を推進し、学校教育
の質も向上。

• 自己実現、活力ある社会と絆
の強い社会創り。部活動の意
義の継承・発展、新しい価値の
創出。

①
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事業内容（Ⅰ 実証事業）スポーツ庁・文化庁
実証事業 取組例

体制整備

・関係団体・市町との連絡調整
・コーディネーター配置
・運営団体・実施主体の体制整備や質の確保

※活動の主体・責任は、学校以外の主体が担う
※責任主体の明確化
※地域において持続的に活動することを前提

指導者の質・量の確保

・人材発掘
・研修、資格取得促進
・平日・休日の一貫指導
・ICTの有効活用

※様々な機会を通して関係団体に依頼
※学校とクラブが認めた指導者

関係団体・分野との連携強化

・スポーツ協会、競技団体、文化芸術団体、大学、企業等
・スポーツ推進委員、地域おこし
・まちづくり
・地域公共交通

※競技団体、文化団体との継続的な協議
※様々な団体との連携による新たな環境の整備

面的・広域的な取組

・地域クラブ活動の拡大
・市区町村等を超えた取組

※三クラブどのクラブにも参加可能
※他市町中学生も会員となり参加

内容の充実

・複数種目、シーズン制
・体験型キャンプ
・レクリエーション的活動

※生徒のニーズを把握しつつ新たな環境整備

参加費用負担支援等

・困窮家庭の支援
・費用負担の作り方

※受益者負担等と公的資金の適切
なバランスの検証（R8～）

学校施設の活用等

・効果的な活用や管理方法
※スマートロック、校舎内シャッター設置

※実証事業2年目となる地域クラブ活動は、原則、国費だけでなく、一定の割合の受益者負担や行政・関係団体の自主財源からの支出、企業等から
の寄付などの組み合わせにより、持続的に活動することを前提とした仕組みを構築し、検証。
※平日・休日の一貫指導や市区町村を超えた取組など、地域の実情に応じた最適化・体験格差の解消を図る意欲的な取組を充実

★都道府県
・推進計画・方針の策定、推進体制の構築

・協議会の設置・運営
・市区町村への支援、指導者の質の保障と量ん確保に関する取組
・スポーツ・文化団体との連携、企業との連携
・調査・研究、普及・啓発

42

★市区町村
・推進計画等の策定市区町村の割合

・協議会の設置市区町村の割合
・地域クラブ活動への移行予定部活動数の割合

②
※赤字は本市取り組み



協 議 事 項

１．「中学校の学校部活動および地域クラブ活動の在り方に関する方針」（案）

・生徒のニーズを踏まえたスポーツ・文化芸術環境の整備

・部活動の地域連携・協働・融合

※福井県教育委員会（Ｒ５．３）

「学校部活動および新たな地域クラブ活動のあり方に関する方針」

福井県教育委員会（Ｈ３１.２）

「部活動の在り方に関する方針」

鯖江市教育委員会（Ｒ元.１０）

「設置する学校に係る部活動の方針」
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中学生の学校部活動
および

地域クラブ活動
の在り方に関する方針（案）

鯖江市教育委員会
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構

成

Ⅰ 経緯

国：中央教育審議会、文部科学省、スポーツ庁・文化庁

福井県教育委員会

鯖江市

Ⅱ 学校部活動

１適切な運営のための体制整備

（１）部活動の方針の策定等 （２）指導・運営に係る体制の構築

２合理的でかつ効率的・効果的な活動の推進のための取り組み

３適切な休養日等の設定

４生徒のニーズを踏まえたスポーツ・文化芸術環境の整備

５中学生の部活動や様々な活動での地域連携・協働・融合

Ⅲ 地域クラブ活動

１適切な運営や効率的な活動の推進

（１）参加者について （２）運営について （３）指導者について

（４）活動について （５）適切な休養日の設定（６）活動場所

（７）経費の負担、会費の適切な設定 （８）保険加入

２その他の環境整備について

（１）周知・連絡体制整備 （２）予算の確保

Ⅳ 大会・コンクールへの出場について

Ⅴ 地域クラブ活動における休日の捉え方
45



適

切

な

運

営

〇校長
・学校部活動に係る活動方針策定 ・複数人数での指導体制
・教員の業務､勤務管理､教員への指導､是正 ・地域クラブ活動に対し意見

〇部活動顧問
・年間､毎月の活動計画､実績作成 ・学校ＨＰ等での掲載、公表

〇教育委員会
・指導者（顧問教員、地域指導者）研修の開催

〇教育委員会、校長
・部活動指導員配置等の配慮 ・教員の業務、勤務管理

学
校
部
活
動

合
理
的
・
効
率
的
・
効
果
的
な
活
動

〇校長、部活動顧問、部活動指導員
・生徒の心身の健康管理、事故防止、体罰・ハラスメントの根絶を徹底

〇部活動顧問、部活動指導員
・生徒が生涯を通じてスポーツや芸術文化等に親しむ基礎を培うことができるよう適切な
休養、短時間で効果が得られる指導を実施

環

境

整

備

〇校長
・生徒が参加しやすい、多様なレベルやニーズに応じた活動を行える部活動を設置

〇教育委員会、校長
・単一学校で部活動を設けることができない場合、複数校が参加する合同部活動の取り組
みを推進

・生徒の意思に反して強制的に加入させることがないよう徹底 46



適

切

な

運

営

・

効

率

的

な

活

動

（１）参加者
部活動に所属生徒だけでなく、所属していない、障害の有無に関係なく、多くの生徒が参加できる環境
を整備

（２）運営
ア）部活動の意義の継承・発展、生徒のニーズに対応した新しい価値の創出を目指し、生徒の自主的・

主体的な活動を見出す取り組みを実践
イ）学校と地域クラブが連携・協働・融合し、持続可能な活動と実践
ウ）多くの生徒が参加可能な、生徒のニーズに対応した活動を実践
エ）危機管理体制の整備、リスク対応体制の構築

（３）指導者
ア）質の保障と量の確保

〇運営団体
生徒の多種多様なニーズ対応のため、多くの指導者を確保

〇運営団体、校長
・両者が承認（部活動の意義の継承､クラブ理念の共有､体罰・ハラスメント根絶等）

〇教育委員会、運営団体
・指導者養成や資質向上への取り組み

イ）教師の兼職兼業
〇運営団体
居住地の変更･人事異動･退職等があっても指導の継続意思を踏まえて指導者を確保

〇校長
勤務が過剰となると見込まれる場合は、当該教師と協議し、活動を中断

〇教育委員会
当該教師の意思による提出、勤務校での業務への影響の有無、健康への配慮等、校長に事前に確認、
検討し許可

地
域
ク
ラ
ブ
活
動
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適

切

な

運

営

・

効

率

的

な

活

動

（４）活動
〇運営団体

生徒にとって必要となる活動、世代間交流に対応できる内容
活動が不適切と判断した場合は、実施団体（種目）や指導者と協議し、改善を求め、改善

が見られない場合は停止する
〇校長

青少年健全育成において不適切と判断した場合は、運営団体に助言

（６）活動場所
平日の部活動と同じ施設および教育委員会が所管する施設を主に活用
中学生ができるだけ徒歩や自転車で往復できる範囲
教育委員会は、所管する施設利用に関し、施設管理者との協議や他利用団体との調整を実施

（７）経費負担、会費の適正な設定
〇保護者

地域クラブ参加においては、指導や運営に対して、経費を負担
〇運営団体

年間を通して活動するに見合う適切な会費設定

（８）保険加入
ア）希望する生徒は、自身の怪我、個人賠償責任保険に対応する保険に加入
イ）運営団体は、市内運営団体にも参加できる保険加入体制を整える
ウ）運営団体は、個人保険だけでなく、団体として保険加入し、参加する生徒

に対し責任を持った活動を保障

地
域
ク
ラ
ブ
活
動

48



休
日

・土曜日、日曜日、国民の祝日
・教職員が勤務を必要としない日（振替休業等）

適

切

な

休

養

日

設

定

○学校部活動、地域クラブ活動
中学生の心身の成長に配慮し、健康な生活が送れるよう、学校と地域クラブ活動は互いに調整し、適切
な休養日を設定

（１）学期中、週あたり２日以上の休養日を設ける
（平日：少なくとも１日、土日（週末）：少なくとも１日）

大会参加等で週末２日間ともに活動した場合は、休養日を他の週の平日に振り替える
（２）年間、休日に５２日以上の休養日を設定

※中学生最後の大会等の前など、生徒たちから更に練習がしたい等の機運が高まり、要請がある場合、
指導者間（顧問・部活動指導員・地域クラブ指導者）で協議し、バランスの取れた生活を基本とした
練習計画、休養日を設定。生徒および保護者の同意。参加は任意とし、強制するものではない。

（３）長期休業中の休養日設定は、学期中に準ずる
（４）活動時間は、平日：２時間程度、休日：３時間程度
（５）学校部活動における、朝練習は原則行わない
（６）活動場所が特殊な環境（山・海・河・専用施設）の場合、事前に校長の承認、保護者の同意を得る。
（７）活動（学校部活動・地域クラブ活動）において、指導者や保護者の意向により、指針から逸脱する活

動が見られる場合は、場合によっては活動を中止することも念頭に改善・是正するよう学校長と運営
団体で協議

学
校
部
活
動
・
地
域
ク
ラ
ブ
活
動

大
会
等
出
場

ア）コンクール・中体連主催大会は、基本、中学校名で出場
地域の子どもは学校を含めた地域で育て、地域と学校が共に応援できる体制構築

イ）他の大会
多くの生徒が参加できる、生徒の志向やレベル・ニーズに合った大会を選択
教育上の意義や負担が過度とならないよう参加する大会を精選
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そ

の

他

の

環

境

整

備

（１）周知・連絡体制の整備
保護者および生徒、地域に対し周知し理解を深める
・休日の部活動が地域クラブに移行
・受益者負担での活動
・将来の活動展開のビジョン

（２）予算の確保
受益者負担を原則
〇運営団体

会費の適正金額等を運営団体間で協議し決定
〇教育委員会

持続可能な活動となるよう運営団体に対して支援
経済的に困窮する家庭の参加費負担を軽減するための財政支援

地
域
ク
ラ
ブ
活
動

学
校
・
運
営
団
体

連
携

・

協
働

・

融
合

○学校
（１）「地域の子どもたちは学校を含めた地域で育てる」方針のもと、運営団体や地域の各種団体等の協力

を得たり、民間事業者を活用したりするなど、部活動の意義を継承・発展した新しい価値の創出でき
る活動に対し、理解を示し、協力する

（２）地域クラブ活動が保護者の理解と協力が得られた活動となるよう、
・当初：

学校が主体となり、運営団体と連携との連携に取り組み、部活動の意義やノウハウを伝授
・ある程度成熟：

運営団体が主体となり、練習計画や指導者派遣等を実践し、協働・融合した持続可能な活動
となるよう協力する

（３）運営団体や地域の各種団体と連携・協働・融合した活動が進むにあたり、休日に限らず平日において
も、可能な活動がある場合は、地域に理解を示し、活動できるようにする 50



地域クラブ活動と学校部活動の将来像

部活動の教育的意義の継承・発展させ、新しい価値の創出

休日の部活動地域移行における段階的な移行での連携・協働・融合
51



連携・協働・融合 新しい価値の創造
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スポーツ庁・文化庁 ガイドライン

• H30 「運動部活動の在り方に関する総合的なガイドライン」

学校と地域が協働・融合した形での地域における文化・ス

ポーツ環境整備を進める

• R4 「学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等に関する総合的なガイドライン」

部活動の教育的意義を継承・発展させ、新しい価値が創出さ

れるようにすることが重要

多くの関係者が連携・協働して段階的・計画的に取り組む

学校と地域が協働・融合した形での環境整備を進める
53



連携、協働、融合の考え方の整理

○辞書

[連携] ･･･ 互いに連絡を取り協力して物事を行うこと

[協働] ･･･ 同じ目的のために、対等の立場で協力して共に働くこと

[融合] ･･･ とけあうこと。とけて一つになること

○産学会

連携や融合を実行する主体は人間

それぞれの集団は互いに違った文化や価値観があり、許容することが重要

単独では実現困難な新しい価値の創造につながる
54



鯖江市の地域クラブ活動への段階的な移行
[学校部活動と総合型SCとの連携]

令和３～令和６年度

[連携] ･･･ 主体は学校、総合型SCと互いに理解を深める

（互いに許容）

（組織）・学校と総合型SCが情報交換しながら課題を解決し、活動を実践

・子どもたちの現状、保護者意識調査、ニーズの把握

（活動）・学校部活動顧問と地域指導者が連絡を取り合い、平日と休日

の活動を相談しながら実践 55



新しい価値の創出

（部活動の連携Ⅰ）
（平日・休日）
学校部活動

勝ちたい、うまくなりたい

楽しみたい、友達と仲良く活動したい

活動の強弱

活動の幅

別にやりたいことがある
ゆっくり休みたい

競技力・技能の向上

生涯を通して楽しく活動する第一歩（生涯学習・スポーツ）

部活動だけでなく違うこともやりたい
部活動にないことをやりたい

課題
・指導者の確保（質と量）
・指導者間での理念共有
・子どもたちのニーズの把握
・ハード面（施設等）のクリア

みんな参加するから もっとがんばりたい
今の活動を継続してやりたい

（休日）
地域クラブ活動（総合型SC）

許 容

様々な交流をしたい
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新しい価値の創出

（部活動の連携Ⅱ）
勝ちたい、うまくなりたい

楽しみたい、友達と仲良く活動したい

活動の強弱

活動の幅

別にやりたいことがある
ゆっくり休みたい

競技力・技能の向上

生涯を通して楽しく活動する第一歩（生涯学習・スポーツ）

課題
・指導者の確保（質と量）
・指導者間での理念共有
・子どもたちのニーズに対応

（平日・休日）
学校部活動

部活動だけでなく違うこともやりたい
部活動にないことをやりたい

みんな参加するから もっとがんばりたい
今の活動を継続してやりたい

（休日）
地域クラブ活動（総合型SC）

許 容

様々な交流をしたい
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鯖江市の地域クラブ活動への段階的な移行
[協働]

令和６～７年度

[協働] ･･･ 主体は総合型SC、学校と各地域団体の３つが並列

地域の子どもを地域と学校で育てる活動に重きを置おいた協議 （新しい価値の創出）

（組織）・総合型SC、学校、地域団体は互いのメリットを共有し、新たな価値観を見出せるよう、協議・実践・企画

・地域団体へのアクション

（活動）・地域指導者と学校部活動顧問が子ども主体の活動を協議・実践・企画

・地域指導者と学校部活動顧問が、新たな価値観を共有できるよう協議・実践

・地域活動の試しの実践（子どもたちに様々な体験の場を提供）
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新しい価値の創出

（協働）
勝ちたい、うまくなりたい

楽しみたい、友達と仲良く活動したい

活動の強弱

別にやりたいことがある
ゆっくり休みたい

競技力・技能の向上

生涯を通して活動する（生涯学習・スポーツ）

課題
・指導者の確保（質と量）、地域団体との協働
・指導者間での理念共有
・子どもたちのニーズに更なる対応

部活動だけでなく違うこともやりたい
部活動にないことをやりたい

（休日）
地域クラブ活動
（総合型SC）

（平日）
部活動（学校）

活動の幅

新たな活動
※子どもたちのニーズに対し
企画・開催

地域・保護者の参加・参画

新しい価値の創出
・様々な人たちの参加・協力・参画（まちづくり）
・子どもたちが地域で自己実現できる環境整備
・地域教育力の向上（地域の子どもは地域で育て）
・地域交流の活性化、社会性を育む活動
・子どもたちの居場所作り

地域団体へのアクション、理念共有、企画

みんな参加するから もっとがんばりたい
今の活動を継続してやりたい

（休日）
地域団体

自分の時間
・自己実現

様々な交流をしたい

様々な活動に参加
・自己実現
・地域教育力の向上
・社会性の向上

公民館・地域団体・障がい者関係団体等



鯖江市の地域クラブ活動への段階的な移行
[融合]

令和８年度

[融合] ･･･ 主体は総合型ＳＣ

「新たな価値観」実践による、地域の子どもは地域と学校で育てる活動の実践

（組織）・総合型SC主体とした、計画・実践・評価・対策、改善

学校は価値観を見出せるよう、理解・協力

地域団体へのアクション

（活動）

・地域指導者と学校教員（兼職兼業届）が、子ども主体の活動を共有・実践

・新たな価値を共有できる地域指導者と学校教員（兼職兼業届）が、共有・実践
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新しい価値の創出

（融合(まちづくり））
（平日）

学校部活動

（休日）
地域クラブ活動
（総合型SC）

勝ちたい、うまくなりたい

楽しみたい、友達と仲良く活動したい

活動の強弱

活動の幅

今の活動を継続してやりたい
今の活動は継続するが、違う指導者の下でやりたい

別にやりたいことがある
ゆっくり休みたい

文化・芸術 スポーツ

競技力・技能の向上

生涯を通して楽しく活動（生涯学習・スポーツ）

部活動だけでなく違うこともやりたい
部活動にないことをやりたい

その他
SDGs

イベント
パソコン
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ
科学
調理
学習 等

ダンス
ｽﾗｯｸﾗｲﾝ
硬式ﾃﾆｽ
ﾎﾞｸｼﾝｸﾞ
空手道
合気道
ＢＭＸ

日本音楽
書道
絵画
マンガ
華道
囲碁
将棋

課題
・指導者の更なる確保（質と量）、地域団体等との共存
・指導者間（小中、学校・地域、同世代指導での理念共有

新しい価値の創出

・社会教育の一環
・自分で判断・行動できる子どもの育成（自己実現）
・まちづくり（協力者の更なる拡大）
・地域教育力の更なる向上
・地域の子どもは地域で育てる輪の拡大 地域・保護者の参加・参画

公民館・地域団体・障がい者関係団体等

様々な交流をしたい

自分の時間
・自己実現

様々な活動に参加
・自己実現
・地域教育力の向上
・社会性の向上



２．令和６年度以降の取り組み

○保護者への周知（令和８年度から休日の活動が地域に完全移行、まちづくり）

・説明（各種団体、PTA関連等）

・情報発信（行政、各スポーツクラブ、学校）

・様々な活動での保護者参画・協力

○中学生の企画による、様々な体験活動の仮実施

○子どもたちは選択

⇒ 総合型地域クラブへの参加

⇒ 市内外のクラブ（民間含）への参加

⇒ 休日は自分の時間（保護者責任の下、自己責任） 62



○活動の充実

・指導者の量の確保と質の保障

関係団体、地域・保護者への協力依頼

スポーツクラブと学校が認めた指導者（方針記載）

研修会の開催、指導者資格の取得

・活動場所の確保

校舎内シャッター・スマートロックの段階的な活用、市内施設の利用

○受益者負担

・会費設定（令和６年度より協議、８年度より）

会費設定を早急にしてほしい（中学校長会より）検討会

⇒ 活動状況、会員登録状況等を総合的に見て決定予定

○指導者謝金

・指導者に対して、謝金を捻出
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